
弊社研修実施における、新型コロナウイルス感染症対策 

研修会場 

密閉 適時換気の実施／窓付き会場確保／空調活用 

密集 

参加予定者数に従前比約1.5倍程度の会場面積確保 
分科会開催／オンライン併用開催の工夫 
演習プログラム・グループ人数の検討／着席位置工夫 

密接 
マスク・フェイスシールドの着用／アクリル板設置の奨励 
大声で発声しない進行の工夫（野外活動時もマスクを着用） 

消毒 手洗い・手指消毒の徹底・ビニール手袋の奨励 

食事会場 
手洗い・うがいと着席位置工夫／できる限りの黙食形式を採用 
施設事情や当団体受講者数に応じ時間差での食事シフト制 

宿泊部屋・施設 出来る限りのシングルルーム確保／大浴場等の利用制限 

研修備品 
共用備品の消毒（機材類は1プロジェクトごとに消毒） 
→消毒シートや備品に直接触れないための手袋等準備 

講師・スタッフ 
検温・手洗い・うがい の実施、マスクまたはフェイスシールドの着用 
受講者の健康状態の確認（咳や発熱などがないかの声かけ） 

前提：研修主催会社様・研修施設・当社の3者がそれぞれの責に応じた対策実施を講じ、 
    安全・安心して研修に取り組める環境を協力して作り、研修を運営いたします。 


